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【手続補正書】
【提出日】平成29年11月22日(2017.11.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビデオデータを復号する方法であって、
　色域スケーラビリティのための３次元（３Ｄ）ルックアップテーブルに関する基本区分
値を決定することと、
　前記３Ｄルックアップテーブルのルーマ成分に関するルーマ区分値を決定することと、
　　前記基本区分値に基づいて、前記３Ｄルックアップテーブルの前記ルーマ成分、第１
のクロマ成分、および第２のクロマ成分の各々を第１の数のオクタントに区分すること、
ならびに
　　前記ルーマ成分に関するオクタントの総数が、前記第１のクロマ成分に関するオクタ
ントの総数よりも大きく、前記第２のクロマ成分に関するオクタントの総数よりも大きい
ように、前記ルーマ区分値に基づいて、前記ルーマ成分の前記第１の数のオクタントの各
々を第２の数のオクタントに区分すること
　を含む、クロマ成分に関するより粗い区分と前記ルーマ成分に関するより細かい区分と
を用いて、前記３Ｄルックアップテーブルを生成することと、
　前記ビデオデータのビデオブロックの残差データを復号することと、
　前記復号された残差データと前記３Ｄルックアップテーブルを使用して生成された少な
くとも１つの参照ピクチャとに基づいて、前記ビデオデータの前記ビデオブロックを再構
成することと
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記ルーマ区分値を決定することが、前記３Ｄルックアップテーブルの前記ルーマ成分
に関する前記ルーマ区分値を示す少なくとも１つのシンタックス要素を復号することを備
える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ルーマ区分値を決定することが、前記３Ｄルックアップテーブルの前記ルーマ成分
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に関する前記ルーマ区分値を導出することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記基本区分値を決定することが、前記３Ｄルックアップテーブルの前記ルーマ成分、
前記第１のクロマ成分、および前記第２のクロマ成分に関する前記基本区分値を示す、少
なくとも１つのシンタックス要素を復号することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記基本区分値を決定することが、前記３Ｄルックアップテーブルの前記ルーマ成分、
前記第１のクロマ成分、および前記第２のクロマ成分に関する事前定義された分割深度と
して前記基本区分値を決定することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記クロマ成分に関する前記より粗い区分が、前記ルーマ成分においてよりも前記第１
のクロマ成分および前記第２のクロマ成分の各々においてより少数のオクタントを備え、
前記ルーマ成分に関する前記より細かい区分が、前記第１のクロマ成分および前記第２の
クロマ成分の各々においてよりも前記ルーマ成分においてより多数のオクタントを備える
、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１のクロマ成分または前記第２のクロマ成分のうちの少なくとも１つが２個以上
のオクタントに区分されていることに基づいて、前記第１のクロマ成分または前記第２の
クロマ成分のうちの前記少なくとも１つに関する区分境界を示す１つもしくは複数のシン
タックス要素を復号すること、ここにおいて、前記区分境界が、前記第１のクロマ成分ま
たは前記第２のクロマ成分のうちの前記少なくとも１つの前記第１の数のオクタントへの
不均等区分を定義する、をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記３Ｄルックアップテーブルを生成することが、前記ルーマ成分、前記第１のクロマ
成分、および前記第２のクロマ成分の各々の前記オクタントの各々に関する色値を決定す
ることをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記色値が、前記オクタントの各々の頂点の値、または前記オクタントの各々に関する
線形カラーマッピング関数のカラーマッピング係数の値を備える、請求項８に記載の方法
。
【請求項１０】
　前記ビデオデータの下位レイヤに関する第１の色域内の参照ピクチャの色データを前記
ビデオデータの上位レイヤに関する第２の色域に変換するために、前記３Ｄルックアップ
テーブルを使用して色予測を実行することと、
　前記変換された色データに基づいて、前記ビデオデータの前記上位レイヤに関する少な
くとも１つのレイヤ間参照ピクチャを生成することと
　をさらに備え、
　前記ビデオデータの前記ビデオブロックを再構成することが、前記復号された残差デー
タと、前記３Ｄルックアップテーブルを使用して生成された前記少なくとも１つのレイヤ
間参照ピクチャとに基づいて、前記ビデオデータの前記上位レイヤのピクチャ内のビデオ
ブロックを再構成することを備える
請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　ビデオデータを符号化する方法であって、
　　３次元（３Ｄ）ルックアップテーブルに関する基本区分値に基づいて、前記３Ｄルッ
クアップテーブルのルーマ成分、第１のクロマ成分、および第２のクロマ成分の各々を第
１の数のオクタントに区分すること、ならびに
　　前記ルーマ成分に関するオクタントの総数が、前記第１のクロマ成分に関するオクタ
ントの総数よりも大きく、前記第２のクロマ成分に関するオクタントの総数よりも大きい
ように、前記３Ｄルックアップテーブルの前記ルーマ成分に関するルーマ区分値に基づい
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て、前記ルーマ成分の前記第１の数のオクタントの各々を第２の数のオクタントに区分す
ること
　を含む、クロマ成分に関するより粗い区分と、前記ルーマ成分に関するより細かな区分
とを用いて、色域スケーラビリティのための前記３Ｄルックアップテーブルを生成するこ
とと、
　前記３Ｄルックアップテーブルを使用して生成された少なくとも１つの参照ピクチャに
基づいて、前記ビデオデータのビデオブロックを予測することと、
　ビットストリーム内の前記ビデオブロックの残差データを符号化することと
　を備える、方法。
【請求項１２】
　前記３Ｄルックアップテーブルの前記ルーマ成分に関する前記ルーマ区分値を示す少な
くとも１つのシンタックス要素を符号化することをさらに備える、請求項１１に記載の方
法。
【請求項１３】
　ビデオデータを記憶するように構成されたメモリと、
　１つまたは複数のプロセッサであって、前記メモリと通信し、
　　前記ビデオデータの色域スケーラビリティのための３次元（３Ｄ）ルックアップテー
ブルに関する基本区分値を決定することと、
　　前記３Ｄルックアップテーブルのルーマ成分に関するルーマ区分値を決定することと
、
　　クロマ成分に関するより粗い区分と前記ルーマ成分に関するより細かい区分とを用い
て、前記３Ｄルックアップテーブルを生成することと、前記１つまたは複数のプロセッサ
が、前記基本区分値に基づいて、前記３Ｄルックアップテーブルの前記ルーマ成分、第１
のクロマ成分、および第２のクロマ成分の各々を第１の数のオクタントに区分することと
、前記ルーマ成分に関するオクタントの総数が、前記第１のクロマ成分に関するオクタン
トの総数よりも大きく、前記第２のクロマ成分に関するオクタントの総数よりも大きいよ
うに、前記ルーマ区分値に基づいて、前記ルーマ成分の前記第１の数のオクタントの各々
を第２の数のオクタントに区分することとを行うように構成され、
　　前記ビデオデータのビデオブロックの残差データを復号することと、
　　前記復号された残差データと前記３Ｄルックアップテーブルを使用して生成された少
なくとも１つの参照ピクチャとに基づいて、前記ビデオデータの前記ビデオブロックを再
構成することと
　を行うように構成された１つまたは複数のプロセッサと
　を備える、ビデオ復号デバイス。
【請求項１４】
　ビデオデータを記憶するように構成されたメモリと、
　１つまたは複数のプロセッサであって、前記メモリと通信し、
　　クロマ成分に関するより粗い区分とルーマ成分に関するより細かい区分とを用いて、
前記ビデオデータの色域スケーラビリティのための３次元（３Ｄ）ルックアップテーブル
を生成することと、前記１つまたは複数のプロセッサが、基本区分値に基づいて、前記３
Ｄルックアップテーブルの前記ルーマ成分、第１のクロマ成分、および第２のクロマ成分
の各々を第１の数のオクタントに区分することと、前記ルーマ成分に関するオクタントの
総数が、前記第１のクロマ成分に関するオクタントの総数よりも大きく、前記第２のクロ
マ成分に関するオクタントの総数よりも大きいように、前記３Ｄルックアップテーブルの
前記ルーマ成分に関するルーマ区分値に基づいて、前記ルーマ成分の前記第１の数のオク
タントの各々を第２の数のオクタントに区分することとを行うように構成される、
　前記３Ｄルックアップテーブルを使用して生成された少なくとも１つの参照ピクチャに
基づいて、前記ビデオデータのビデオブロックを予測することと、
　ビットストリーム内の前記ビデオブロックの残差データを符号化することと
　を行うように構成された、１つまたは複数のプロセッサと
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　を備える、ビデオ符号化デバイス。
【請求項１５】
　ビデオデータを復号するための命令を記憶したコンピュータ可読記憶媒体であって、前
記命令は、実行されるとき、１つまたは複数のプロセッサに、請求項１－１２の方法を実
行させる、コンピュータ可読記憶媒体。
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